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(54)【発明の名称】水と空気で新エネルギーを惹起する装置とその方法

(57)【 特許 請求の範囲】

【請 求項 １】

    密 封し た外壁水槽４の 中に固定セットしたシャフト（１）と圧縮空気浮タンク（２）

と羽 根（ ８）及び間仕切水槽（３）を外壁水槽（４）の中心で該シャフト（１）を垂直に

装置 し水 平線（１４）まで水を注入して圧縮空気浮タンク（２）内に圧縮送風機（１０）

から 圧縮 空気（６）を充填し圧縮空気浮タンク（２）に浮力を発生し余分の圧縮空気（６

）は 羽根 （８）部に移行し下降水（１２）水と合流して羽根（８）部で上昇水流（１１）

とな り上 昇水流（１１）の浮力と圧縮空気浮タンク（２）の浮力の和によってシャフト（

１） を浮 き上がらせシャフト（１）に繋る全重量を無重量化して、シャフト（１）に羽根

（８ ）と 上昇水流（１１）は回転動力を惹起し回転動力伝動装置（９）内のシャフト（１

）に 回転 動力を伝動して回転動力伝動装置（９）内のシャフト（１）の回転動力で電気を

獲得 する 装置。

【請 求項 ２】

請求 項１ 記載のシャフト（１）と圧縮空気浮タンク（２）と羽根（８）及び間仕切水槽（

３） の固 定セットの装置。

【請 求項 ３】

請求 項１ 記載のシャフト（１）に繋る総重量を無重量化する圧縮空気浮タンク（２）の装

置。

【発 明の 詳細な説明】

【技 術分 野】
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【０ ００ １】

    本 発明 は、新エネルギーを発生さす装置とその方法で、新エネルギー分野になる。

【背 景技 術】

【０ ００ ２】

【特 許文 献１】特開２００２－２２１４７号公報

【発 明の 開示】

【発 明が 解決しようとする課題】

【０ ００ ３】

    高 まる 健康志向のニーズに対応するために、地球温暖化防止と環境破壊に対して、人

間の 英知 を結集して地球の自然環境を防護しなけばならない。そこで本発明は、化石燃料

を消 費し ないで、地球上に無尽蔵に存在する水と空気を、自然の法則にしたがって活用し

、社 会に 無害で安全な 電気 を大量に提供するものである。

【課 題を 解決するための手段】

【０ ００ ４】

  上記 目的 を達成するために、密封した外壁水槽（４）を設置する。

【０ ００ ５】

  上記 目的 を達成するために、密封した外壁水槽（４）の中心にシャフト（１）を設置す

る。

【０ ００ ６】

  上記 目的 を達成するために、密封した外壁水槽（４）の中心にシャフト（１）を設置し

て、 該シ ャフト１に圧縮空気浮タンク（２）を固定設置する。

【０ ００ ７】

  上記 目的 を達成するために、密封した外壁水槽（４）の中心にシャフト（１）と圧縮空

気浮 タン ク（２）と羽根（８）及び間仕切水槽（３）を固定設置する。

【０ ００ ８】

  上記 目的 を達成するために、密封した外壁水槽（４）の中心にシャフト（１）と圧縮空

気浮 タン ク（２）と羽根（８）及び間仕切水槽（３）を固定設置する。

【０ ００ ９】

  上記 目的 を達成するために、密封した外壁水槽（４）の中心にシャフト（１）と圧縮空

気浮 タン ク（２）と羽根（８）及び間仕切水槽（３）を該固定セットして該シャフト（１

）を 垂直 に装置する。

【０ ０１ ０】

  上記 目的 を達成するために、密封した外壁水槽（４）の中心に固定セットしたシャフト

（１ ）と 圧縮空気浮タンク（２）と羽根（８）と間仕切水槽（３）を該シャフト（１）が

該外 壁水 槽（４）の中心で垂直に装置し該シャフト（１）を該外壁水槽（４）の上部の回

転動 力伝 動装置９内まで伸ばして装置する。

【０ ０１ １】

  上記 目的 を達成するために、密封した外壁水槽（４）の中心に固定セットしたシャフト

（１ ）と 圧縮空気浮タンク（２）と羽根（８）及び間仕切水槽（３）の下部に圧縮空気（

６） を送 風するための圧縮送風機（１０）と送風管（１３）を設置する。

【発 明の 効果】

【０ ０１ ２】

    上 記目 的を達成するために、密封した外壁水槽（４）の中心に、固定セットしたシャ

フト （１ ）と圧縮空気浮タンク（２）と羽根（８）及び間仕切水槽（３）を装置して、圧

縮送 風機 （１０）より送風してきた圧縮空気（６）は下降水流（１２）と該羽根（８）下

部で 合流 して、上昇水流（１１）となり該シャフト（１）に回転動力を伝動する。

【０ ０１ ３】

    上 記目 的を達成するために、 密封した外壁水槽（４）の中心に、固定セットしたシャ

フト （１ ）と圧縮空気浮タンク（２）と羽根（８）及び間仕切水槽（３）を装置して、圧

縮送 風機 （１０）より送風してきた圧縮空気（６）は圧縮空気浮タンク（２）の浮力を発
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生し て、 該圧縮空気（６）と下降水流（１２）が羽根（８）下部で合流して上昇水流（１

１） とな り該上昇水流（１１）の浮力と圧縮空気浮タンク（２）の浮力の和によって該シ

ャフ ト（ １）に繋る 全重量の無重量化を図る。

【０ ０１ ４】

    上 記目 的を達成するために 、密封した外壁水槽（４）の中心に、固定セットしたシャ

フト （１ ）と圧縮空気浮タンク（２）と羽根（８）及び間仕切水槽（３）を装置して、圧

縮送 風機 （１０）より圧縮空気（６）を該羽根（８）下部に送風して該圧縮空気（６）は

該羽 根８ 下部で下降水流（１２）と合流し上昇水流（１１）発生し該シャフト（１）に回

転エ ネル ギーを伝動して回転動力伝動装置（９）内の該シャフト（１）の回転動力で電気

を獲 得す る。

【０ ０１ ５】

    上 記目 的を達成するために、 羽根（８）の段数と該羽根（８）の角度によってシャフ

ト（ １） に１秒速１回転の回転数を調整する。

【０ ０１ ６】

    上 記目 的を達成するために、シャフト（１）に繋る全重量を無重量化して、羽根（８

）部 の上 昇水流（１１）は該シャフト（１）に回転エネルギーを伝動して回転動力伝動装

置（ ９） 内の該シャフト（１）の回転動力で電気を獲得する。

【発 明を 実施するための最良の形態】

【０ ０１ ７】

    本 発明 は、密封した外側水槽（４）の中心に、固定セットしたシャフト（１）と圧縮

空気 浮タ ンク（２）と羽根（８）及び間仕切水槽（３）を装置し、該シャフト（１）を外

壁水 槽（ ４）の中心で垂直に装置し、圧縮送風機（１０）で羽根（８）下部に圧縮空気（

６） を送 風して圧縮空気（６）と下降水流（１２）と合流させて、該シャフト（１）に回

転動 力を 伝動し回転動力伝動装置（９）内のシャフト（１）の回転動力で電気を獲得する

。

【実 施例 】

【０ ０１ ８】

    以 上説 明したように、上記のように実施する。

【産 業上 の利用可能性】

【０ ０１ ９】

  本発 明は 、水と空気を利用して、密封した外壁水槽４の中で、電気を獲得するものであ

るか ら、 騒音や大気汚染の心配が無く回転動力の提供及び回転動力を利用して発電する電

気を 、家 庭や産業に提供するのであるから、新エネルギー開発は、産業上無類の利用可能

性を 秘め る。

【図 面の 簡単な説明】

【０ ０２ ０】

【図 １】   Ａ－－Ａ’平面図

【０ ０２ １】

【図 ２】   Ｂ－－Ｂ’断面図

【符 号の 説明】

１シ ャフ ト（１）

２圧 縮空 気浮タンク（２）

３間 仕切 水槽（３）

４外 壁水 槽（４）

５上昇 圧縮 空気（５）

６圧 縮空 気（６）

７水 （７ ）

８羽 根（ ８）

９回 転動 力伝達装置（９）

１０ 圧縮 送風機（１０）
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１１ 上昇 水流（１１）

１２ 下降 水流（１２）

１３送 風管 （１３）

１４ 水平 線（１４）

【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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